
QoSの構成

この章では、すべてのスイッチで提供される QoS機能の詳細について説明します。

Quality of Service（QoS）には、次の利点があります：

•アプリケーショントラフィックに相対的な帯域幅保証を提供します。
•アプリケーショントラフィックで発生する遅延を制御します。
•帯域幅と遅延を区別することで、あるアプリケーションを別のアプリケーションよりも優
先します（たとえば、バルクトラフィックよりもトランザクショントラフィックを優先

する）。

•コントロールトラフィックに関する情報, on page 2
•制御トラフィックの有効化または無効化, on page 2
•コントロールトラフィック情報を表示します, on page 3
•データトラフィックに関する情報, on page 3
• VSANとゾーンベース QoSの比較, on page 4
•データトラフィックを構成, on page 5
• QoSイニシエーションデータトラフィック, on page 5
•クラスマップの作成に関する情報, on page 6
•クラスマップの作成, on page 6
•サービスポリシー定義に関する情報（8ページ）
•サービスポリシーの適用, on page 8
•サービスポリシー適用について, on page 9
•サービスポリシーの適用, on page 9
• DWRRトラフィックスケジューラキューについて, on page 10
• DWRRキュー重みを変更, on page 10
•データトラフィック情報例の表示, on page 10
• QoSの構成例, on page 12
•静的な入力ポートレート制限, on page 15
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コントロールトラフィックに関する情報
Cisco MDS 9000シリーズは、内部および外部で生成された制御トラフィックの QoSをサポー
トします。スイッチ内では、制御トラフィックはスーパーバイザモジュールに送信され、高優

先順位フレームとして扱われます。[高（high）]の優先順位ステータスは、他のすべてのトラ
フィックよりも絶対的な優先順位を持ち、次の場合に割り当てられます。

•内部で生成されたタイムクリティカルな制御トラフィック（ほとんどがクラス Fフレー
ム）。

•別のベンダーのスイッチから Cisco MDS 9000シリーズのスイッチに入る外部で生成され
たタイムクリティカルな制御トラフィック。他のベンダーのスイッチから発信された高い

優先順位フレームは、CiscoMDS9000シリーズのスイッチに入るときに高い優先順位とし
てマークされます。

制御トラフィックの有効化または無効化
デフォルトでは、特定の重要な制御トラフィックの QoS機能が有効になっています。これら
の重要な制御フレームには、最高（絶対）の優先順位が割り当てられます。

このコマンドを発行すると、すべての重要な制御トラフィックに最も低いプライオリティが自

動的に割り当てられるため、この機能を有効化にすることは推奨しません。

Tip

制御トラフィックの高優先順位の割り当てを無効にするには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 構成モードに入ります。

switch# configure terminal

ステップ 2 制御トラフィック QoS機能を有効化にします。

switch(config)# no qos control priority 0

ステップ 3 制御トラフィックの QoS機能を無効化にします。

switch(config)# qos control priority 0
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コントロールトラフィック情報を表示します
重要な制御トラフィックの QoS構成の現在の状態を表示するには、 show qos statisticsコマン
ドを使用します。このコマンドは、現在の QoS設定と、高い優先順位とマークされたフレー
ムの数を表示します。カウントはデバッグ専用であり、構成できません。

次に、現在の QoS設定を表示する例を示します

switch# show qos statistics
Total number of FC frames transmitted from the Supervisor= 15767
Number of highest-priority FC frames transmitted = 8224
Current priority of FC control frames = 0 (0 = lowest; 7 = highest)

データトラフィックに関する情報
ボリュームが少なく、遅延の影響を受けやすいアプリケーションであるオンライントランザク

ション処理（OLTP）では、要求された情報に迅速にアクセスする必要があります。バックアッ
プ処理アプリケーションには高帯域幅が必要ですが、遅延の影響を受けません。サービスの差

別化をサポートしていないネットワークでは、すべてのトラフィックが同じように扱われ、同

様の遅延が発生し、同様の帯域幅が割り当てられます。Cisco MDS 9000シリーズスイッチの
QoS機能は、これらの保証を提供します。

データトラフィックは、サービスの差別化の異なるレベル（低、中、高の優先順位）で優先順

位を付けることができます。QoSを適用して、遅延の影響を受けやすいアプリケーションの
ファイバチャネルデータトラフィックが、データウェアハウスなどのスループット集約型ア

プリケーションよりも高い優先順位を受け取るようにすることができます。

Figure 1:データトラフィックの優先順位付け
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上の図では、スイッチ 1に着信するOLTPトラフィックは、高優先度レベルのスループット分
類（クラスマップ）およびマーキング（ポリシーマップ）でマーキングされています。同様

に、バックアップトラフィックは低い優先順位レベルでマークされます。トラフィックは仮

想出力キュー（VOQ）内の対応する優先順位キューに送信されます。

最初のスイッチに設定された不足加重ラウンドロビン（DWRR）スケジューラにより、優先順
位の高いトラフィックがプライオリティの低いトラフィックよりも適切に処理されます。たと

えば、DWRRの重みが 70:20:10の場合、高優先順位キューは低プライオリティキューの 7倍
のレートで処理されます。これにより、輻輳が発生した場合に、優先順位の高いトラフィック

に対する遅延の減少と帯域幅の増加が保証されます。2番目のスイッチで同様の設定を行うと、
反対方向のトラフィック処理が同じになります。

OLTPサーバーが要求を送信するときに ISLが輻輳している場合、要求は高優先度キューに
キューイングされ、高優先度キューが輻輳していないため、ほとんどすぐに処理されます。ス

ケジューラは、優先順位の低いキュー内のバックアップトラフィックよりも優先順位を割り当

てます。

高優先順位キューを通過するトラフィックがない場合、低優先順位キューはすべての帯域幅を

使用し、構成された値に制限されません。

Note

スイッチ2で同様のイベントが発生すると、トランザクション要求に対する応答が送信されま
す。OLTPサーバーで発生するラウンドトリップ遅延は、優先順位の低いトラフィックの量や
ISLの輻輳とは無関係です。バックアップトラフィックは、OLTPトラフィックで使用されて
いない場合、使用可能な ISL帯域幅を使用します。

VSANとゾーンベース QoSの比較
同じスイッチでゾーンベースの QoSと VSANベースの QoSの両方を構成できますが、両方の
構成には大きな違いがあります。次の表に、VSANとゾーンに基づくQoSプライオリティの構
成の違いを示します。

Table 1: QoS構成の差異

ゾーンベースのQoSVSANベースの QoS

ポリシーマップがすでに関連付けられている

VSANでゾーンセットをアクティブにするこ
とはできません。

特定の VSANにアクティブゾーンセットを
構成し、メンバーゾーンのいずれかで QoS
パラメータも構成した場合、ポリシーマップ

を VSANに関連付けることはできません。

QoS値が異なる特定のゾーンセット内の 2つ
のゾーンに同じフローが存在する場合、QoS値
が高い方が考慮されます。

ポリシーマップに関連付けられた 2つのクラ
スマップに同じフローが存在する場合、最初

にアタッチされたクラスマップの QoS値が
有効になります。
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ゾーンベースのQoSVSANベースの QoS

ゾーンマージ中に、CiscoNX-OSソフトウェア
が QoSパラメータの不一致を検出すると、リ
ンクは分離されます。

—

QoSが有効になっている場合にのみ有効になり
ます。

QoSがイネーブルの場合にだけ有効です。

データトラフィックを構成
QoSを構成するには、次の手順に従ってください：

Procedure

ステップ 1 QoS機能を有効化。

ステップ 2 クラスマップを作成および定義します。

ステップ 3 サービスポリシーを定義します。

ステップ 4 設定を適用します。

QoSイニシエーションデータトラフィック
デフォルトでは、QoSデータトラフィック機能はデータトラフィックに対して無効になって
います。データトラフィックの QoSを構成するには、最初にスイッチでデータトラフィック
機能を有効にする必要があります。

QoSは相互運用性モードでサポートされます。詳細については、『Cisco MDS 9000シリーズ

スイッチ間相互運用性構成ガイド』を参照してください。

Tip

QoSデータトラフィック機能を有効にするには、次のステップに従います：

Procedure

ステップ 1 構成モードに入ります。

switch# configure terminal

ステップ 2 QoSの有効化。データトラフィックパラメータを構成できるようになりました。
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switch(config)# qos enable

クラスマップの作成に関する情報
クラスマップ機能を使用して、そのクラスに属するトラフィックを識別するための一致基準を

持つトラフィッククラスを作成および定義します。クラスマップ名は 63文字の英数字に制限
されており、デフォルトは match-allオプションです。フローベースのトラフィックでは、次
のいずれかの値を使用します：

• WWN：送信元WWNまたは宛先WWN。
•ファイバチャネル ID（FC ID）：送信元 ID（SID）または宛先 ID（DID）。maskに指定
できる値は、FFFFFF（FCID全体が使用されます。これはデフォルトです）、FFFF00（ド
メインとエリア FC IDのみが使用されます）、または FF0000（ドメイン FC IDのみが使
用されます）です。

0x000000の SIDまたは DIDは許可されません。Note

•送信元インターフェイス：入力インターフェイス

クラスマップ内で照合されるエントリの順序は重要ではありません。Tip

クラスマップの作成
class-mapコマンドを使用して、そのクラスに属するトラフィックを識別するための一致基準
を持つトラフィッククラスを作成および定義します。クラスマップ構成（switch(config-cmap)）
モードから matchステートメントで各一致基準を定義します。

source-device-aliasまたは destination-device-aliasオプションの拡張モードはサポートされてい
ません。

Note

IVRゾーンセットおよび VSANの QoS属性はサポートされていません。Note

• source-wwnオプションを使用して送信元WWNを指定するか、 destination-wwnオプショ
ンを使用して宛先WWNを指定します。
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• source-addressオプションを使用して送信元 ID（SID）を指定するか、destination-address
オプションを使用して宛先 ID（DID）を指定します。

• input-interfaceオプションを使用して、入力インターフェイスを指定します。

•分散デバイスエイリアスを指定するには、 destination-device-aliasオプションを使用しま
す。

クラスマップを作成する手順は、次のとおりです：

Procedure

ステップ 1 このクラス内のすべての一致ステートメントに対して論理AND演算子を指定します。フレームが構成さ
れたすべての（デフォルトの）基準に一致すると、このクラスに認定されます。これがデフォルトです。

switch(config)# qos class-map MyClass match-all

ステップ 2 このクラス内のすべての一致ステートメントに対して論理 OR演算子を指定します。フレームが構成さ
れた基準のいずれかに一致する場合、そのフレームはこのクラスの対象となります。

switch(config)# qos class-map MyClass match-any

ステップ 3 指定された宛先 FC IDを持つフレームの宛先アドレス一致を指定します。

switch(config-cmap)# match destination-address 0x12ee00

ステップ 4 指定された送信元 FC IDを持つフレームの送信元アドレスおよびマスク一致を指定します。

switch(config-cmap)# match source-address 0x6d1090 mask 0xFFFFFF

ステップ 5 フレームを照合する宛先WWNを指定します。

switch(config-cmap)# match destination-wwn 20:01:00:05:30:00:28:df

ステップ 6 フレームを照合する送信元WWNを指定します。

switch(config-cmap)# match source-wwn 23:15:00:05:30:00:2a:1f

ステップ 7 フレームを照合する宛先デバイスエイリアスを指定します。

switch(config-cmap)# match destination-device-alias DocDeviceAlias

ステップ 8 フレームを照合する送信元デバイスエイリアスを指定します。

switch(config-cmap)# match source-device-alias DocDeviceAliase

ステップ 9 フレームを照合する送信元インターフェイスを指定します。

switch(config-cmap)# match input-interface fc 2/1

ステップ 10 指定された送信元インターフェイスに基づいて一致を削除します。

switch(config-cmap)# no match input-interface fc 3/5
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サービスポリシー定義に関する情報
サービスポリシーは、ポリシーマップを使用して指定されます。ポリシーマップは、クラス

マップからサービスレベルへの順序付けられたマッピングを提供します。ポリシーマップ内

で複数のクラスマップを指定し、クラスマップを高、中、または低のサービスレベルにマッ

ピングできます。デフォルトの優先度は [Low]です。ポリシーマップ名は 63文字の英数字に
制限されています。

または、DiffServコードポイント（DSCP）にクラスマップをマッピングできます。DSCPは、
指定されたフレームのサービスレベルのインジケータです。DSCP値の範囲は 0～ 63です。
そして、デフォルトは、0です。DSCP値 46は許可されません。

ポリシーマップ内のクラスマップの順序は、フレームをクラスマップと比較する順序を決定

するために重要です。最初に一致したクラスマップには、対応するプライオリティがフレーム

内でマークされます。

QoS DSCP値の実装の詳細については、『DSCPによる QoSポリシーの実装』を参照してくだ
さい。

（注）

クラスマップは、各ポリシーマップで構成されている順序で処理されます。（注）

サービスポリシーの適用
サービスポリシーを指定するには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 MyPolicyという名前のポリシーマップを作成し、ポリシーマップサブモードを開始します。

switch(config)# qos policy-map MyPolicy

switch(config-pmap)#

ステップ 2 OldPolicyという名前のポリシーマップを削除し、ポリシーマップサブモードを開始します。

switch(config)# no qos policy-map OldPolicy

ステップ 3 事前定義されたクラスの名前を指定し、そのクラスのポリシーマップサブモードを開始します。

switch(config-pmap)# class MyClass

switch(config-pmap-c)#
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ステップ 4 ポリシーマップから OldClassという名前のクラスマップを削除します。

switch(config-pmap)# no class OldClass

ステップ 5 このクラスに一致する各フレームに与える優先順位を指定します。

switch(config-pmap-c)# priority high

ステップ 6 以前に割り当てられた優先順位を削除し、デフォルト値の [低（low）]に戻します。

switch(config-pmap-c)# no priority high

ステップ 7 このクラスに一致する各フレームをマーキングする DSCP値を指定します。

switch(config-pmap-c)# dscp 2

ステップ 8 以前に割り当てられた DSCP値を削除し、工場出荷時のデフォルトの 0に戻します。

switch(config-pmap-c)# no dscp 60

サービスポリシー適用について
QoSデータトラフィックポリシーを構成した場合は、そのポリシーを必要な VSANに適用し
て、データトラフィック構成を適用する必要があります。ポリシーを VSANに適用しない場
合、データトラフィックの構成は適用されません。VSANには、ポリシーマップを 1つだけ
適用できます。

同じポリシーを VSANの範囲に適用できます。Note

サービスポリシーの適用
サービスポリシーを適用するには、次の手順に従います：

Procedure

ステップ 1 構成されたポリシーを VSAN 3に適用します。

switch(config)# qos service policy MyPolicy vsan 3

ステップ 2 VSAN 7に適用された構成済みポリシーを削除します。

switch(config)# no qos service policy OldPolicy vsan 7
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DWRRトラフィックスケジューラキューについて
Cisco NX-OSソフトウェアは、次の 4つのスケジューリングキューをサポートしています：

•完全プライオリティキューは、他のキューよりも優先して処理されるキューです。他の
キューの状態に関係なく、フレームがキューイングされている場合は常に処理されます。

• QoSは、他のすべてのトラフィックを DWRRスケジューリング高、中、低のプライオリ
ティトラフィックキューに割り当てます。

DWRRスケジューラは、構成された重みの比率でキューを処理します。重みを高くすると、帯
域幅を拡張して遅延をなくすことができます。デフォルトの重みは、高キューの場合は50、中
規模キューの場合は 30、低キューの場合は 20です。構成された重みの比率は異なる場合があ
りますが、キューの重みの順序を減らすことは、プライオリティの高いキューほど高いサービ

スレベルを確保するために必要です（たとえば、70:30:5または 60:50:10は構成できますが、
50はできません。 70:10）。

第 1世代および第 2世代のモジュールは、Cisco MDS NX-OSリリース 6.x以降ではサポートさ
れていません。第 3世代および第 4世代のモジュールは、Cisco MDS NX-OSリリース 8.x以降
ではサポートされません。

サポートされるモジュールとポートの詳細については、『 Cisco MDS 9000シリーズインター
フェイス構成ガイド、リリース 8.x』を参照してください。

Note

DWRRキュー重みを変更
重みを DWRRキューに関連付けるには、次の手順を実行します：

Procedure

ステップ 1 相対重み（10）を指定されたキュー（デフォルトキュー）に関連付けます。

switch(config)# qos dwrr-q high weight 10

ステップ 2 デフォルトの重み 20に戻します。

switch(config)# no qos dwrr-q low weight 51

データトラフィック情報例の表示
showqosコマンドは、データトラフィックの現在のQoS設定を表示します（次の例を参照）。
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例：クラスマップ

次の例では、すべてのクラスマップの内容を表示します。

switch# show qos class-map
qos class-map MyClass match-any

match destination-wwn 20:01:00:05:30:00:28:df
match source-wwn 23:15:00:05:30:00:2a:1f
match input-interface fc2/1

qos class-map Class2 match-all
match input-interface fc2/14

qos class-map Class3 match-all
match source-wwn 20:01:00:05:30:00:2a:1f

例：指定されたクラスマップ

次に、指定したクラスマップの内容を表示する例を示します。

switch# show qos class-map name MyClass
qos class-map MyClass match-any

match destination-wwn 20:01:00:05:30:00:28:df
match source-wwn 23:15:00:05:30:00:2a:1f
match input-interface fc2/1

例：すべての構成済みポリシーマップ

構成されたすべてのポリシーマップを表示します：

switch# show qos policy-map
qos policy-map MyPolicy

class MyClass
priority medium

qos policy-map Policy1
class Class2
priority low

例：指定されたポリシーマップ

次に、指定されたポリシーマップを表示する例を示します：

switch# show qos policy-map name MyPolicy
qos policy-map MyPolicy

class MyClass
priority medium

例：スケジュール済み DWRRの構成

次に、スケジュール済み DWRR構成を表示する例を示します：

switch# show qos dwrr
qos dwrr-q high weight 50
qos dwrr-q medium weight 30
qos dwrr-q low weight 20
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例：すべての適用されたポリシーマップ

次に、すべての適用済みポリシーマップを表示する例を示します。

switch# show qos service policy
qos service policy MyPolicy vsan 1
qos service policy Policy1 vsan 4

例：指定した VSANに関連付けられたポリシーマップ

次に、指定した VSANに関連付けられたポリシーマップを表示する例を示します。

switch# show qos service policy vsan 1
qos policy-map pmap1

class cmap1
priority medium

class cmap2
priority high

例：指定したインターフェイスに関連付けられたクラスマップ

次に、指定したインターフェイスに関連付けられたクラスマップを表示する例を示します。

switch# show qos service policy interface fc3/10
qos policy-map pmap1

class cmap3
priority high

class cmap4
priority low

例：QoS統計

次の例は、QoS統計情報を表示します：

switch# show qos statistics
Total number of FC frames transmitted from the Supervisor= 301431
Number of highest-priority FC frames transmitted = 137679
Current priority of FC control frames = 7 (0 = lowest; 7 = highest)

QoSの構成例
ここでは、次の図に示すアプリケーションの構成例について説明します。
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Figure 2:トラフィックの優先順位付けのアプリケーション例

OLTPサーバーとバックアップサーバーの両方がディスクにアクセスしています。バックアッ
プサーバーが大量のデータをディスクに書き込んでいる。このデータは、特定のサービス保証

を必要としません。OLTPサーバーによってディスクに生成されるデータの量は比較的少なく
なりますが、トランザクション処理は低遅延アプリケーションであるため、このトラフィック

にはより高速な応答が必要です。

輻輳ポイントは、スイッチからディスクへのトラフィックの場合、スイッチ2とディスクの間
のリンクです。このパスにはバックアップトラフィックがほとんどないため、リターンパス

はほとんど輻輳していません。

OLTPサーバーからディスクへのトラフィックをバックアップサーバーからディスクへのトラ
フィックよりも優先させるには、スイッチ 2でサービスを差別化する必要があります。

例：トラフィック優先順位付け

サンプルアプリケーションのトラフィックの優先順位付けを構成するには、次の手順を実行し

ます：

Procedure

ステップ 1 クラスマップを作成します。

Switch 2# config t
Switch 2(config)# qos class-map jc1 match-all
Switch 2(config-cmap)# match source-wwn 21:00:00:0c:50:02:ca:b5
Switch 2(config-cmap)# match destination-wwn 22:00:00:04:cf:22:eb:dc
Switch 2(config-cmap)# exit
Switch 2(config)# qos class-map jc2 match-all
Switch 2(config-cmap)# match source-wwn 21:00:00:0c:50:02:c7:ff
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Switch 2(config-cmap)# match destination-wwn 22:00:00:04:cf:22:eb:dc
Switch 2(config-cmap)# exit
Switch 2(config)#

ステップ 2 ポリシーマップを作成します。

Switch 2(config)# qos policy-map jp1
Switch 2(config-pmap)# class jc1
Switch 2(config-pmap-c)# priority high
Switch 2(config-pmap-c)# exit
Switch 2(config-pmap)# class jc2
Switch 2(config-pmap-c)# priority low
Switch 2(config-pmap-c)# exit
Switch 2(config-pmap)# exit
Switch 2(config)#

ステップ 3 サービスポリシーを割り当てます。

Switch 2(config)# qos service policy jp1 vsan 1

ステップ 4 DWRRキューの重みを割り当てます。

Switch 2(config)# qos dwrr-q high weight 50
Switch 2(config)# qos dwrr-q medium weight 30
Switch 2(config)# qos dwrr-q low weight 20

ステップ 5 スイッチ 1でステップ 1～ 4を繰り返して、両方のスイッチで転送パスの輻輳に対処します。

例：アドレス輻輳

輻輳は、構成例のどこでも発生する可能性があります。両方のスイッチでリターンパスの輻輳

に対処するには、次のように、さらに 2つのクラスマップを作成し、それらをポリシーマッ
プに含める必要があります：

Procedure

ステップ 1 さらに 2つのクラスマップを作成します。

Switch 2(config)# qos class-map jc3 match-all
Switch 2(config-cmap)# match source-wwn 22:00:00:04:cf:22:eb:dc
Switch 2(config-cmap)# match destination-wwn 21:00:00:0c:50:02:ca:b5
Switch 2(config-cmap)# exit
Switch 2(config)# qos class-map jc4 match-all
Switch 2(config-cmap)# match source-wwn 22:00:00:04:cf:22:eb:dc
Switch 2(config-cmap)# match destination-wwn 21:00:00:0c:50:02:c7:ff
Switch 2(config-cmap)# exit
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Switch 2(config)#

ステップ 2 クラスマップをポリシーマップに割り当てます。

Switch 2(config)# qos policy-map jp1
Switch 2(config-pmap)# class jc3
Switch 2(config-pmap-c)# priority high
Switch 2(config-pmap-c)# exit
Switch 2(config-pmap)# class jc4
Switch 2(config-pmap-c)# priority low
Switch 2(config-pmap-c)# exit
Switch 2(config-pmap)# exit
Switch 2(config)#

ステップ 3 スイッチ1でステップ1～ステップ2を繰り返して、両方のスイッチでリターンパスの輻輳に対処します。

静的な入力ポートレート制限
静的なポートレート制限機能は、switchport ingress-rate limitコマンドを使用して、個々のファ
イバチャネルポートの帯域幅を制御できるようにします。ポートレート制限はファイバチャ

ネルポートへの入力トラフィックを制御するため、入力レート制限とも呼ばれます。この機能

は、FCポートから隣接デバイスに送信される B2Bクレジットのレートを下げることにより、
トラフィックフローを制御します。ポートレート制限は、すべてのファイバチャネルポート

で動作します。Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)より前では、レート制限の範囲は 1～ 100%
でした。CiscoMDSNX-OSリリース 8.5(1)以降、制限の範囲は 0.0126～ 100%です。デフォル
トのレート制限は 100%です。

Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)以降では、Cisco MDS 9250iおよびMDS 9148Sスイッチを除
くすべての Cisco MDSスイッチで、動的または静的な入力ポートレート制限機能を構成する
前に、FPM機能を構成する必要があります。Cisco MDS NX-OSリリース 8.5(1)より前、また
は Cisco MDS 9250iおよびMDS 9148Sスイッチでは、QoS機能が有効になっている場合にの
み、すべての Cisco MDSスイッチおよびモジュールで静的入力ポートレート制限を構成でき
ます。

ポートレート制限値を設定するには、次の手順を実行します。

Procedure

ステップ 1 コンフィギュレーションモードを開始します。

switch # configure terminal

switch(config)#

ステップ 2 インターフェイスを選択して、入力ポートのレート制限を指定します。

switch(config)# interface fc 1/1
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ステップ 3 選択したインターフェイスに 50%のポートレート制限を設定します。

switch(config-if)# switchport ingress-rate 50

ステップ 4 前に設定したレートを工場出荷時のデフォルト 100%に戻します。

switch(config-if)# no switchport ingress-rate 50
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翻訳について
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